人事委員会傍聴者の声
12.6卒⑩グループ

*「なぜ人間はここまで非人間的になれるのか。保身のため、金のためには、魂も売り渡のか。いつも思うことですが・・・。殆んど全ての裁判、議会、などなど、茶番にもならないひどさ。本当のことを言う人が一人いれば変わるのに、と思います。（一人じゃつぶされるか）こういう中でやって行かなければならない無力感をいつも感じますが、そう言っていられないし・・・あーあ。」　　　　（渡辺容子・杉並の教育を考えるみんなの会）

*「教育に専念でき、大らかに人間らしいやりとりを自由に出来た、かつての都立高校とは、あまりに様変わりした現状を知りました。マスコミでのとらえ方と、生生しい現場でがんじがらめの元職場のギャップに驚き、恐ろしくなりました。ここまで、締め付けられると東京の教育の場について深く考えさせられました。」　（佐々木寿恵・元福生高職員）

*「記憶がよみがえらない宮島校長（福生）は悪質。星校長（前保谷）『10.23通達」』が無ければ善良な校長として教員生活を終えることが出来たかも知れない。詳細な校務通信が請求人にとって有力な材料となり、鋭い質問が続き聞き答えがあった。証拠に基づく追求、事実の確認の出来ないと校長は都教委の不利益になる答え方はしないだろう。心情を質問しても『そうは思わない」という答えしかあり得ない。ロボットであることを浮きぼりにするには有効かも知れない。それにしてもこんなにイジマシイ忠誠心!!　都教委は幸せだね。岡田審査員は仕切りたがり屋さん。おだてるしかないか、しかし、こんな権威的な人はお目にかかったことがない。」　　　　　（都立高校現役教師　Ｙ）
　

*「証人が証言するのにメモ、日誌などを持ち込むこと禁止されているのですか。正確な事を、あるいは記憶をメモなどによってたどるように出来ないのか。組合敵視は不当労働行為だとおもうので、別途きちんと対処したほうがいいと思う。」　　　　　　　　　　　　　　　

（高木侑子・都教委包囲ネット）
*「都教委の言う通り動く校長。その校長に処分されてしまった人が、鋭く自分の論理で追及しても、『記憶にない』と答えるばかりの校長。こんなことでは都立高校は崩壊すると感じました。でも追及する人々の迫力と勇気に元気づけられました。（都立高教師　Ｓ）
*「教育者から管理者―それも都教委の言いなりへの「みごとさ」に、あきれるばかり…特に福生校長、もちろん保谷前校長も。たった一人の教頭の現認で処分が発令されるのか？教育の現場でこんなに民主主義が反故にされ、権力の意のままに屈させる実態が良くわかりました。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（匿名）
*「岡田委員、佐藤委員は最初一見、話を聞く態度を示していたが、3回目になると、審理の指揮に厳しさが現れてきている。高圧的と感じる態度から裁定の内容が懸念される。」　　　　　　

（被処分者・岡田英顕）

*「大切な事は『記憶にない!』これが教育者か！　時間稼ぎもひどい。　審査委員の横暴。」
（匿名）

*「人が、その顔を向ける相手が変わるだけで、こんなにも変わってしまうことがとても悲しい。それが私たちの子供達の教育に関係している人であれば尚更です。誰の為の卒業式ですか。誰の為の入学式なのですか。学力が低下しているといわれているこの国の私たちの子ども達。子ども達の授業を第一にし、再発防止研修日程変更を求めることすら許さないのは異常です。減給6ヶ月などは不当です。子ども達の学力向上を目指すことなく、都の教育がなされていることを実感しました。子ども達の現在と将来がとても心配です。子ども達の顔を向いた適正な教育を望むことが出来ないのですか？命令をだす校長、従う教職員、教育は明白に子供のものでない。子供の成長を素直に喜び、人生の節目である大切な子ども達の日、子供のために祝って喜ぶ日になるように願っています。抑圧移譲下にある教員達から教育されていることが子供達にどんな影響を与えるのか一かけらの想像でいいから接してください。」　　　　　　　　　　　　　　　　　（都立高校保護者）
*「宮島氏（福生校長）のオウム返しの答え方は、不誠実そのものだ。時間稼ぎで尋問を未了にさせようとしたのだとも思えるし、都教委側との口裏合わせの予習から外れないようい復誦していたのだろう。福生高の被処分者たちは、この宮島ペースにはまりかけたようだった。プロである弁護士と違って、同じ職場で顔を合わせる相手を素人が尋問するということの難しさを感じた。宣誓書を読み上げた上で『記憶がよみがえりません』というはぐらかし方や教頭に責任転嫁して恥じない言い逃れなど、他の校長にも共通する不誠実さは、これが教育者であることが許せない。自分の生きてきた事実を否定し、教員、生徒という他者の人権を侵害して、身ら『上』の意を汲んで動き生き延びる人々に『教育』を語って欲しくない。単なる労務管理者が『指導』だの」『教訓』だのするのは、この国の教育の荒廃を示している。」　　　　　　　　　　　　　　（むらき数子・都立高校卒業生）
（傍聴者39名。心から感謝しています。被処分者の会・星野）
